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169-179. FCMDにおける中枢神経系病変の発生機序に関して、原因遺伝子産物

fukutinがもつ機能 ”α-dystroglycan糖鎖修飾” の観点から、これまでの自身の研
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FCMD原因遺伝子 fukutinは神経筋以外の諸臓器にも発現していることから、HeLa

細胞などを用いて、上皮系悪性腫瘍細胞における機能を検討した。この機能が

α-dystroglycan糖鎖修飾を介しているか否かは不明であるが、fukutinが細胞増殖
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